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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】手直しが容易な偏光素子を分離することができ
る液晶ディスプレイを提供する。
【解決手段】偏光素子を分離する液晶ディスプレイであ
って、枠体１０と、該枠体内に設けられたバックライト
モジュール２０と、該バックライトモジュールとピッチ
をあけ該枠体内に設けられた液晶パネル３０と、該液晶
パネルとピッチをあけ該枠体内に設けられた透明基板４
０と、該バックライトモジュールの該液晶パネルに向か
う面に設けられる第１の偏光素子５０と、該透明基板の
該液晶パネルに向かう面に設けられる第２の偏光素子６
０と、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠体と、
　前記枠体内に設けられたバックライトモジュールと、
　前記バックライトモジュールとピッチをあけ前記枠体内に設けられた液晶パネルと、
　前記液晶パネルとピッチをあけ前記枠体内に設けられた透明基板と、
　前記バックライトモジュールの前記液晶パネルに向かう面に設けられる第１の偏光素子
と、
　前記透明基板の前記液晶パネルに向かう面に設けられる第２の偏光素子と、
　を含むことを特徴とする偏光素子を分離する液晶ディスプレイ。
【請求項２】
　前記透明基板の材質は、ガラス或いはアクリルとすることを特徴とする請求項１に記載
の液晶ディスプレイ。
【請求項３】
　前記バックライトモジュール、前記液晶パネル、前記透明基板、前記第１の偏光素子及
び前記第２の偏光素子は、曲げたものであることを特徴とする請求項２に記載の液晶ディ
スプレイ。
【請求項４】
　前記バックライトモジュール、前記液晶パネル、前記透明基板、前記第１の偏光素子及
び前記第２の偏光素子は、曲げたものであることを特徴とする請求項１に記載の液晶ディ
スプレイ。
【請求項５】
　前記液晶パネルと前記バックライトモジュールのピッチは、０．１～５０ｍｍとするこ
とを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項６】
　前記液晶パネルと前記透明基板のピッチは、０．１～５０ｍｍとすることを特徴とする
請求項５に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項７】
　前記液晶パネルと前記透明基板のピッチは、０．１～１０ｍｍとすることを特徴とする
請求項６に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項８】
　前記液晶パネルと前記バックライトモジュールのピッチは、０．１～１０ｍｍとするこ
とを特徴とする請求項５に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項９】
　前記液晶パネルと前記透明基板のピッチは、０．１～１０ｍｍとすることを特徴とする
請求項８に記載の液晶ディスプレイ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイに関し、特に、偏光素子を分離する液晶ディスプレイを指
し、手直しが容易で、且つ曲げた時も高い製造工程の歩留まりを有するものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の液晶ディスプレイにおいて、偏光素子を液晶パネルに直接貼り合わせるため、加
工者が液晶ディスプレイを手直しようとした時、手間がかかるだけでなく、且つ液晶パネ
ルを破壊する恐れがあった。
【０００３】
　このほかに、曲面型液晶ディスプレイを製造する状況において、偏光素子が貼り合わさ
れた液晶パネルを曲げ加工しなければならないが、偏光素子が液晶パネル内のガラスを制
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限してしまい、そのため曲げる時、液晶パネルの曲率半径が小さければ小さいほど、曲率
が大きくなり、液晶パネル内のガラス曲げにより益々破損しやすくなり、製造工程の歩留
まりが下がり、製造工程費用が増してしいた。
【０００４】
　よって、手直しが容易で、曲げやすいという利点を有することで、手直し効率と製造工
程の歩留まりをアップする液晶ディスプレイを如何にして発明するかが、本発明で積極的
に開示しようとするところである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、上記従来技術の問題点を解決するため、手直しの容易な偏光素子を分
離する液晶ディスプレイを提供することにある。
【０００６】
　本発明の他の目的は、曲げた時、高い製造工程の歩留まりを有する偏光素子を分離する
液晶ディスプレイを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的及び他の目的を達成するため、本発明に係る偏光素子を分離する液晶ディスプ
レイは、枠体と、該枠体内に設けられたバックライトモジュールと、該バックライトモジ
ュールとピッチをあけ該枠体内に設けられた液晶パネルと、該液晶パネルとピッチをあけ
該枠体内に設けられた透明基板と、該バックライトモジュールの該液晶パネルに向かう面
に設けられる第１の偏光素子と、該透明基板の該液晶パネルに向かう面に設けられる第２
の偏光素子と、を含む。
【０００８】
　上記偏光素子を分離する液晶ディスプレイにおいて、該透明基板の材質は、ガラス或い
はアクリルとする。
【０００９】
　上記偏光素子を分離する液晶ディスプレイにおいて、該バックライトモジュール、該液
晶パネル、該透明基板、該第１の偏光素子及び該第２の偏光素子は曲げたものである。
【００１０】
　上記偏光素子を分離する液晶ディスプレイにおいて、該液晶パネルと該バックライトモ
ジュールのピッチは、０．１～５０ｍｍとする。該液晶パネルと該バックライトモジュー
ルのピッチは、０．１～１０ｍｍとすることが好ましい。
【００１１】
　上記偏光素子を分離する液晶ディスプレイにおいて、該液晶パネルと該透明基板のピッ
チは、０．１～５０ｍｍとする。うち、該液晶パネルと該透明基板のピッチは、０．１～
１０ｍｍとすることが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　上述をまとめると、本発明に係る偏光素子を分離する液晶ディスプレイは、上記ピッチ
の配列を介して、手直しを容易に行えることで、手直し効率をアップする。このほかに、
曲げた時、液晶パネル内のガラス破損を効果的に防止することで、製造工程の歩留まりを
アップできる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る偏光素子を分離する液晶ディスプレイの実施例１の分解図である。
【図２】本発明に係る偏光素子を分離する液晶ディスプレイの実施例１の断面図である。
【図３】本発明に係る偏光素子を分離する液晶ディスプレイの実施例２の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
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　以下に、本発明の目的、特徴及び効果を十分理解してもらうため、下記の具体的な実施
例について添付図面に基づき、本発明を詳細に説明する。
【００１５】
　（実施例１）
　図１と図２を参照すると、本発明に係る偏光素子を分離する液晶ディスプレイ１００の
実施例１である。該液晶ディスプレイ１００は、枠体１０とバックライトモジュール２０
と液晶パネル３０と透明基板４０と第１の偏光素子５０と第２の偏光素子６０と、を含む
。
【００１６】
　該バックライトモジュール２０は、該枠体１０内に設けられ、該液晶パネル３０が該枠
体１０内に設けられると共に該バックライトモジュール２０とピッチＰ１をあける。図に
示されていないが、該液晶パネル３０は従来の液晶パネルと類似し、カラーフィルター（
ＣＦ、ｃｏｌｏｒ　ｆｉｌｔｅｒ）基板、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ、ｔｈｉｎ－ｆｉｌ
ｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）基板、液晶層及びガラス基板等を含むことが理解すべきであ
る。該ピッチＰ１が０．１ｍｍ～５０ｍｍとするが、好ましくは０．１ｍｍ～１０ｍｍと
し、該ピッチＰ１は該液晶ディスプレイ１００の表示効果に影響を及ぼす。該ピッチＰ１
が狭ければ狭いほど時、該液晶ディスプレイ１００の内部スペースを益々節約できる。こ
のほかに、該ピッチＰ１が５０ｍｍより広い時でも使用できるが、該液晶ディスプレイ１
００の表示効果が不明瞭になってしまう。
【００１７】
　該透明基板４０は、該枠体１０内に設けられると共に該液晶パネル３０とピッチＰ２を
あける。該透明基板４０の材質は、アクリル或いはガラス等の透明性を有する材質とする
。このほかに、該ピッチＰ２は０．１ｍｍ～５０ｍｍとするが、好ましくは０．１ｍｍ～
１０ｍｍとし、該ピッチＰ２は該液晶ディスプレイ１００の表示効果に影響を及ぼす。該
ピッチＰ２が狭ければ狭いほど時、該液晶ディスプレイ１００の内部スペースを益々節約
できる。このほかに、該ピッチＰ１と該ピッチＰ２は需要に応じて調整を行い、完全に同
一になる必要がない。また、該ピッチＰ２が５０ｍｍより広い時でも使用できるが、該液
晶ディスプレイ１００の表示効果が不明瞭になってしまう。
【００１８】
　該第１の偏光素子５０は、該バックライトモジュール２０の該液晶パネル３０に向かう
面に設けられ、該第２の偏光素子６０が該透明基板４０の該液晶パネル３０に向かう面に
設けられる。
【００１９】
　これを介して、該第１の偏光素子５０及び該第２の偏光素子６０が該バックライトモジ
ュール２０及び該透明基板４０に各々設けられ、該液晶ディスプレイ１００を手直しよう
とする時、該液晶パネル３０に加工する必要なく、該第１の偏光素子５０及び該第２の偏
光素子６０を速やかに除去と交換できるため手直し効率をアップすることができ、且つ該
液晶パネル３０が破損されることもない。
【００２０】
　これ以外に、図３を参照すると、曲面型液晶ディスプレイ２００を製作する時、該第１
の偏光素子５０及び該第２の偏光素子６０は曲げた後のバックライトモジュール２０及び
透明基板４０に設けられているため、該液晶パネル３０の曲率半径の大きさがどれくらい
かを問わず、該第１の偏光素子５０及び該第２の偏光素子６０はいずれも該液晶パネル３
０に影響を及ぼさないことで、該液晶パネル３０を曲げた時に生じる破損を避けることが
できる。これにより、効果的に製造工程の歩留まりがアップする。
【００２１】
　上述をまとめると、本発明に係る偏光素子を分離する液晶ディスプレイは、上記ピッチ
の配列を介して、手直しを容易に行えることで、手直し効率をアップする。このほかに、
曲げた時、液晶パネル内のガラス破損を効果的に防止することで、製造工程の歩留まりを
アップできる。
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【符号の説明】
【００２２】
　１０　枠体
　２０　バックライトモジュール
　３０　液晶パネル
　４０　透明基板
　５０　第１の偏光素子
　６０　第２の偏光素子
　１００　液晶ディスプレイ
　２００　液晶ディスプレイ
　Ｐ１　ピッチ
　Ｐ２　ピッチ
 

【図１】 【図２】
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